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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属します。EPHおよびEPH関連受容体は、特に神経系において、発達イベントの媒介に関与していることが示唆されています。EPHサブファミリーの受容体は、通常、単一のキナーゼドメインと、システインリッチドメインおよび2つのフィブロネクチンタイプIIIリピートを含む細胞外領域を有します。エフリン受容体は、細胞外ドメイン配列の類似性と、エフリンAおよびエフリンBリガンドへの結合親和性に基づいて、2つのグループに分類されます。この遺伝子は、一部のヒト癌細胞株で発現しており、発癌に関与していることが示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。、機能：エフリンAファミリーメンバーの受容体。エフリンA1に低い親和性で結合する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンキナーゼファミリー。エフリン受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSAM（無菌αモチーフ）ドメインを含む。,類似性：2つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,組織特異性：いくつかの癌腫で過剰発現する。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
	画像データ
	

	EPHA1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	EPHA1抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EphA1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

